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平
成
18
年
度
中
に
寄
せ
ら
れ
た

「
市
長
へ
の
手
紙
」
は
、
は
が
き
、

メ
ー
ル
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
合
わ
せ
て

４
２
５
通
で
、
内
容
別
で
は
４
７

６
件
で
し
た
。

　

皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
「
市
長

へ
の
手
紙
」
は
、
市
長
が
直
接
す

べ
て
に
目
を
通
し
、
担
当
課
に
調

査
・
検
討
を
指
示
し
ま
す
。

　

担
当
課
で
す
ぐ
に
対
応
で
き
る

も
の
、
緊
急
を
要
す
る
も
の
は
、

で
き
る
だ
け
早
く
実
行
し
、
予
算

が
か
か
る
も
の
や
長
期
的
な
検
討

が
必
要
な
も
の
に
つ
い
て
も
、
市

政
に
反
映
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

ま
た
、
市
だ
け
で
決
定
で
き
な
い

こ
と
な
ど
は
、
自
治
会
や
国
県
等

の
関
係
者
・
関
係
機
関
と
も
協
議

し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
・
検
討
の
結
果
や

市
と
し
て
の
考
え
方
や
対
応
等
に

つ
い
て
、
回
答
を
す
る
と
と
も
に
、

公
開
可
能
な
回
答
に
つ
い
て
は
、

回
答
の
済
ん
だ
も
の
か
ら
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
に
配
慮
し
、
本
庄
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
一
部
は
広
報
ほ
ん

じ
ょ
う
）
で
公
開
し
て
お
り
ま
す
。

◎「
市
長
へ
の
手
紙
」専
用
封
筒
で

　

広
報
ほ
ん
じ
ょ
う
７
月
号
に
挟

み
込
み
の
専
用
封
筒
に
、ご
意
見
・

ご
提
言
を
お
書
き
い
た
だ
き
、
封

書
の
形
に
の
り
付
け
を
し
て
そ
の

ま
ま
ご
投
函
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
今
ま
で
の
専
用
は
が
き

も
使
用
で
き
ま
す
が
、
有
効
期
限

が
平
成
19
年
８
月
31
日
ま
で
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

◎
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

①
本
庄
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク

セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ド
レ
ス
は

http://w
w
w
.city.honjo.lg.jp/

で
す
。

②
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
が
表
示
さ
れ
た

ら
「
市
長
の
部
屋
」
の
ボ
タ
ン
を

ク
リ
ッ
ク
し
た
後
、
展
開
さ
れ
た

画
面
で
「
市
長
へ
の
手
紙
」
に
ア

ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

③｢

市
長
へ
の
手
紙｣

の
ペ
ー
ジ
が

表
示
さ
れ
ま
す
。
注
意
事
項
に

従
っ
て
必
要
な
内
容
を
入
力
し
、

送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

　

フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
は
㉑
８
４
９

９
で
す
。

　
「
市
長
へ
の
手
紙
」と
は
っ
き
り

書
い
て
く
だ
さ
い
。

★
秘
書
広
報
課
広
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広
聴
係

☎
㉕
１
１
５
５

「市長への手紙」は、市民の皆様の市政に対するご意見やご提
案を手紙やメールでお寄せいただき、オフィシャル（公式）な
回答を作成し、市政運営やまちづくりに反映していく制度です。

あなたの声
で新しいまちづくりを

年　度 件　　数

平成15年度 275（123）

平成16年度 246（124）

平成17年度 347（161）

平成18年度 425（235）

「市長への手紙」受付件数

※（　）内はインターネットによるもの

ご
意
見
は
調
査･
検
討
し
て

市
政
に
い
か
し
ま
す

手　紙

④回答（郵便･メール）

メール

市長

市民の
皆様

① 意見･提言

②調査･検討を
　指示

③調査･検討の
　結果 担当各課

再検討の指示
調査・検討・
回答作成

「
市
長
へ
の
手
紙
」
は
次
の

よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
ま
す

要望
161

内訳別
合計476件

苦情
144

提案
66

質問
63

その他
42

平成18年度分類別内訳
多
か
っ
た
主
な
ご
意
見

「
市
長
へ
の
手
紙
」
を

お
寄
せ
い
た
だ
く
に
は

多くの皆様のご意見をお待ちしております。多くの皆様のご意見をお待ちしております。

○
市
職
員
に
つ
い
て

　

● 

給
与
、
退
職
金
、
人
数
削
減
、

対
応
な
ど

○
学
校
教
育
に
つ
い
て

　

● 

市
内
中
学
生
の
自
殺
、
児
玉

中
学
校
の
建
て
替
え

○
生
活
環
境
に
つ
い
て

　

●
ご
み
収
集
、
犬
の
糞ふ

ん

、
騒
音

○
体
育
施
設
に
つ
い
て

　

● 

市
民
プ
ー
ル
の
閉
鎖
、
体
育

館
の
備
品

○
公
園
に
つ
い
て

　

●
除
草
、
施
設
管
理

○
道
路
維
持
管
理
に
つ
い
て

○
本
庄
早
稲
田
駅
無
料
駐
車
場

　

●
有
料
化
、
施
設
整
備

○
防
犯
・
防
災
に
つ
い
て

○
乳
幼
児
医
療
に
つ
い
て

○ 
学
校
給
食
・
給
食
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
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塙
保
己
一
先
生
の
こ
と
ば
を

ぜ
ひ
新
本
庄
市
の
学
校
教
育

に
取
り
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
本
庄

市
か
ら
第
２
、
第
３
の
塙
保
己
一

先
生
が
出
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

変
化
の
激
し
い
こ
れ
か
ら
の

社
会
を
生
き
る
子
ど
も
に
は
、

確
か
な
学
力
（
知
）、
豊
か
な
人

間
性
（
徳
）、
健
康
・
体
力
（
体
）

の
３
つ
の
要
素
か
ら
な
る
「
生
き

る
力
」
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

塙
保
己
一
先
生
は
、
自
ら
の
障

害
を
乗
り
越
え
て
「
群
書
類
従
」

の
編
纂さ

ん

な
ど
数
多
く
の
偉
業
を
成

し
遂
げ
た
郷
土
の
偉
人
で
す
。
そ

の
教
え
や
生
き
方
は
、
子
ど
も
た

ち
に
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
「
生
き

る
力
」
と
重
な
り
、
多
く
の
人
に

進
む
べ
き
道
を
示
し
て
く
れ
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
塙
保
己
一
先
生
は
、

道
徳
の
副
読
本
や
社
会
科
の
副
読

本
等
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
子
ど
も

た
ち
は
そ
の
生
き
方
を
学
ん
で
お

り
ま
す
。

　

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
総
合

的
な
学
習
の
時
間
や
道
徳
の
授
業

な
ど
で
取
り
上
げ
、
子
ど
も
た
ち

に
郷
土
へ
の
誇
り
と
希
望
を
与
え

る
こ
と
が
極
め
て
意
義
あ
る
こ
と

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
平
成
18
年
８
月
31
日
回
答
）

交
通
安
全
運
動
が
、
今
ま
で

の
セ
レ
モ
ニ
ー
的
な
も
の
で

な
く
、
①
生
活
道
路
（
歩
道
）
の

点
検
・
整
備
、
②
危
険
箇
所
の
点

検
整
備
、
③
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル

カ
ー
の
強
化
等
を
運
動
期
間
中
に

重
点
実
施
す
る
な
ど
、
実
効
の
あ

る
交
通
安
全
運
動
を
行
っ
て
も
ら

い
た
い
。

交
通
安
全
運
動
の
目
的
は
、

交
通
事
故
を
未
然
に
防
止
す

る
た
め
、
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
啓
発

と
し
て
、
安
全
運
転
「
五
原
則
の

徹
底
」（
安
全
な
速
度
を
守
る
、

カ
ー
ブ
手
前
で
の
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ

ン
、
交
差
点
で
の
安
全
確
認
、
一

時
停
止
で
横
断
歩
行
者
の
安
全
を

守
る
、
飲
酒
運
転
の
禁
止
）
の
ほ

か
、
交
通
弱
者
と
さ
れ
て
お
り
ま

す
、
子
ど
も
・
高
齢
者
な
ど
へ
の

交
通
ル
ー
ル
の
啓
発
活
動
を
目
的

と
し
て
埼
玉
県
警
察
と
交
通
安
全

母
の
会
を
始
め
各
種
団
体
の
皆
様

の
ご
協
力
に
よ
り
、
季
節
ご
と
に

実
施
を
し
て
い
る
も
の
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
啓
発
活
動
が
中
心

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
運
動
期

間
中
、
歩
道
・
車
道
の
危
険
箇
所

の
点
検
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
等
を

重
点
実
施
し
、
安
全
安
心
な
道
路

環
境
が
市
民
と
し
て
実
感
、
体
感

で
き
る
運
動
へ
の
取
組
み
と
し
、

各
機
関
が
連
携
し
て
安
全
都
市
の

実
現
を
図
る
こ
と
も
一
つ
の
方
法

と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
歩
道
・
車
道
の
危
険
箇

所
の
点
検
、
改
修
工
事
に
つ
き
ま

し
て
は
、
関
係
各
機
関
と
の
協
力

に
よ
り
ま
し
て
、
市
民
生
活
の
安

全
を
第
一
に
実
施
し
て
お
り
ま
す

が
、
交
通
安
全
運
動
の
中
に
取
り

入
れ
て
実
施
で
き
る
か
ど
う
か
に

つ
い
て
は
、
今
後
検
討
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

（
平
成
18
年
８
月
31
日
回
答
）

本
庄
早
稲
田
駅
身
体
障
害
者

専
用
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
健
常
者
が
９
割
方
占
領
し

て
、
い
ざ
身
体
障
害
者
が
使
お
う

と
し
て
も
利
用
で
き
な
い
状
態
で

す
。
ま
た
、
２
割
の
車
が
常
駐
し

て
い
ま
す
。
正
常
に
利
用
す
る
た

め
に
有
料
化
を
提
案
し
ま
す
。

本
庄
早
稲
田
駅
身
体
障
害
者

専
用
駐
車
場
の
健
常
者
に
よ

る
占
有
に
つ
い
て
で
す
が
、
市
と

し
ま
し
て
も
、
注
意
の
看
板
を
設

置
し
た
り
、
利
用
に
関
す
る
チ
ラ

シ
を
駐
車
場
利
用
者
に
配
っ
た
り

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

理
解
を
得
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
り
、

大
変
残
念
で
、
身
障
者
の
方
々
に

申
し
訳
な
い
こ
と
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。
今
後
も
啓
発
等
を
行
い
、

適
正
な
利
用
が
出
来
る
よ
う
さ
ら

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

次
に
、
駐
車
場
の
有
料
化
に
つ

い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
現
在
の

駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
及
び
駐
車
場
は
、

平
成
16
年
３
月
の
本
庄
早
稲
田
駅

開
業
に
伴
い
ま
し
て
の
暫
定
的
な

整
備
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
今
後
行

わ
れ
る
本
庄
早
稲
田
駅
土
地
区
画

整
理
事
業
に
よ
り
本
整
備
と
な
る

予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、

平
成
18
年
9
月
６
日
に
事
業
認
可

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
来
年
に
も
一

部
工
事
を
着
手
す
る
予
定
に
な
っ

て
お
り
、
現
在
の
駐
車
場
の
位
置

や
形
状
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り

ま
し
て
、
現
在
の
駐
車
場
は
、
最

終
的
に
は
民
間
が
経
営
す
る
有
料

駐
車
場
に
移
行
す
る
計
画
と
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
ご
理
解
を
賜
わ

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

（
平
成
18
年
９
月
15
日
回
答
）

ＱＡ

Ｑ

Ａ

ＱＡ

違反車両には、ワイパーの下にチラ
シをはさむ等の対応をしています。

「
市
長
へ
の
手
紙
」に
寄
せ
ら
れ
た

ご
意
見
か
ら

〜
一
部
を
要
約
し
て

ご
紹
介
し
ま
す
〜


